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稲 農作業メモ　 田代　好幸
農畜産課
0969-22-1105

１． 病害虫防除
対象

病害虫 品　　種 農薬名 希釈倍数 備 考

ミカンハ
ダニ 温　州 ハーベスト

オイル 80 倍

発 芽 前ミカン
ハダニ 中晩柑 ハーベスト

オイル 100 倍

カイガラ
ムシ

温州、
中晩柑

アプロード
水和剤 1,000 倍

そうか病 温州 デランフロ
アブル 1,000 倍 ４月上旬

（発芽３ｍｍ頃）
①かいよう病防除は３月上旬（発芽前）にICボルドー６６D　
　６０倍又はムッシュボルドー（ＤＦ）５００倍を散布。
②かいよう病が心配される園では、４月上旬にコサイド３,０００、２，０００
倍加用クレフノン２００倍を散布。
③そうか病多発園では、再度デラン（Ｆ）１，０００倍を使用。
④そうか病対策でフロンサイド（ＳＣ）２，０００倍も使用可。

２．施　　肥

施肥時期 栽培タイプ 肥料名 品種名 １０ａ
当たり

３月上旬 省力タイプ 新アグリロング
２８号

河内晩柑・清見・甘
夏・パール柑・デコ

ポン
５袋

果
樹 ３月・４月の柑橘園管理 鶴浜　研二

上島営農指導センター
080-1771-4257

果　樹

４月上旬

全タイプ 硫マグエース 全品種 ２袋

通常タイプ

果樹専用スペ
シャル　
又は

果樹専用「極」　　
又は

ニュー熊本
果樹３号

デコポン ５袋

河内晩柑・清見・
甘夏・パール柑 ４袋

ポンカン ８袋

極早生
６袋早生・中熟・

普通

３． 葉面散布
　まずは樹勢を回復し、その後花芽分化促進をしましょう。

目的 薬　剤　名 希釈倍数 備　　考

樹勢回復
尿素　又は

ニュージューシーＮ１４　
又は神協スピリッツ

５００倍 いずれかを
使用ください

花芽分化
促進 ジューシーエース ５００倍 いずれかを

使用ください

緑化促進 葉面マグ ２００倍 ４月～６月まで
散布
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○ 田植え
　早い地区では、３月下旬より田植えが始まります。土壌改
良剤を未投入のほ場は、早めに投入し、地力の増進を図り
ましょう。また、田植えの５日ほど前から育苗ハウスのサイドビ
ニールを下げ、苗を外気に慣らしましょう。（遅霜の場合は注
意が必要です）
①田植えの適期は４月５日から１５日頃です。
②元肥９３９は、代かき直前に行ってください。
※なお、今年度から施肥量を ６０㎏ /１０a へ変更していま

す。活着肥の成分が含まれていますので、別途活着肥を
散布する必要はありません。（省力化）

③植え付け本数は、１坪当たり５５～６０株程度。１株の苗数
は３～５本が標準です。苗数が多くなると過繁茂の原因と
なり、倒伏や病害虫が発生しやすくなりますので注意しま
しょう。田植機の整備・調整は必ず事前に行ってください。
④植え付けの深さは活着や分けつ等に大きく影響します。２
～３㎝が目安です。

※ジャンボタニシの発生するほ場では、水深3 ～ 5㎝程度の
浅水とすることで、食害の被害が低減しますので、水管
理に注意しましょう。

○水管理
　暖かい日中は浅水にしますが、活着するまでは朝晩冷え

込むことがあります。気象情報を確認しながら、新しい根が出
るまでは深水を保ちましょう。活着後は、浅水管理で水温・地
温の上昇を図り、分けつの促進に努めてください。
○病害虫・雑草等対策
　初期では、イネミズゾウムシや葉いもち病が防除の中心で
す。田植え前には、箱施薬（ブ－ンパディ－ト箱処理剤）を必
ず散布し、むらが出ないように施用しましょう。１箱当たりの散
布量は５０ｇとなります。
※除草剤と間違って散布しないよう注意してください。
　除草剤は、プライオリティ剤を散布します。田植え後５日から
１５日の間に散布し、その後は水を張った状態を５日ほど保っ
てください。水の掛け流しや、土の表面が見えるようなほ場
は、除草の効果が落ちますので注意が必要です。
※なお、藻類対策として使用する（モゲトン粒剤）と中後期

雑草対策としての第２回除草剤（アトトリ粒剤）は、どちら
か一方を選んでください。

※箱施薬や除草剤の使用方法は、早期水稲耕種基準に記
載しています。

※トラクター等で、田･畑から公道に出る際は、必ず機械に
付着している泥を落としてから走行してください。(法律
で罰せられます)


